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A Study on Kurahashi Souzou’s thought of Life in Kindergarten Education from a 
point of view of Educational Methods and Contents of Child Care and Education 
Yuko KOYAMA1
Abstract: This study aims to analyze Kurahashi Souzou’s thought of life in kindergarten 
education from a point of view of educational methods and contents of child care and education. 
As for results: (1) He criticizes educational methods of elementary school and doctrinal 
Froebelian that teacher leads children strongly and it uses a uniform timetable. The educational 
methods in kindergarten are appropriate children’s play out of doors and their natural living, and 
real life withdraws children’s motivation and will. (2) Life in kindergarten includes contents of 
child care and education of five forms of play, song, observation, speech, handicrafts, and so on, 
and it is formed children’s voluntary and teacher’s inducement.















































































































































































































































































































































































































































































































づ け た。 こ の 生 活 概 念 は， 倉 橋 が 著 書 
『フレーベル』の中で，「生活を尊重するフレー
ベルの教育が，生活を子どもに与え，われわれ
の方から，子どもの生活に参してゆくに止まら
ず，子どもをして実生活の中にあらしめること
の意義を認むるに至って，真に生活すなわち教
育の教育実体観を全うするものといえる。『わ
れわれは子どもと共に生活し，また子どもをし
てわれわれと共に生活せしめねばならぬ』とは，
フレーベル教育中の最達見の一つである」36）と
紹介しているように，フレーベルから保育理論
を学んだ倉橋がフレーベルの思想をそのまま受
けつぎ，倉橋の保育理論の中で展開したもので
あると考えられる。生活概念の出発点はフレー
ベルであったが，倉橋は幼稚園保母への毎年の
講演を通じて，生活理論を教育方法や教育内容
の点から成熟させ，幼稚園令に示された保育項
目を保育理論の中にどう位置づけるかを実際の
保育案として構想する中で，「生活」の中に遊
びや保育項目を含み，幼児の自発性や主体性を
尊重する幼児の教育方法と保育内容を統合した
幼稚園生活の姿を理論化したといえる。
２）倉橋の「生活」概念の教育方法的分析
　倉橋の生活概念にみられる教育方法上の特色
は次の３点が挙げられる。第一に倉橋は，幼稚
園におけるフレーベルの恩物主義による机の保
育や形式的保育や保育者主導の保育項目を授業
のように時間配当する教育方法，また小学校以
上の学校教育における課業・教える教育を否定
した。
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　その理由は，一つには教師・保育者主導の学
習や活動は子どもの自発性に基づく学びにはな
らず，幼児期の教育にそぐわないとするからで
あり，二つには活動時間を45分などに細切れに
配列するのは，子どもが活動に取り組む時間の
個人差を無視することになり，子どもの活動の
充実のためには子どもや活動に合わせて取り組
む時間を変更することが幼児期の教育方法に
合っているという考えによるものである。第二
には，幼児期の教育は戸外・野外・自然保育や
遊びを通して子どもの発達を促すことが望まし
いとし，幼児は登園後に自由遊びから一日の幼
稚園生活を始め，「朝来てからお帰りまで，ずっ
と流れ続ける幼稚園の一日」が幼児にとって適
切とするのである。幼稚園という生活の中に子
どもの遊びが組み込まれ，保育項目にある様々
な活動が子どもの主体性を尊重しながら組み込
まれていく教育方法が幼児期にふさわしいと考
えたのである。第三に倉橋は，社会，自然，家
庭，幼稚園での物的周囲や人的周囲から子ども
の自発性を引き出すことを目指し，人的環境と
しての保育者自身が生活者として生活する中で
子どもを誘導するという「環境による教育」の
教育方法を提案した。その環境は「幼児は成人
の実生活を傍観して，活発なる好奇心を心の中
に促される」とし，子どもを誘導する生活は子
どもの周囲の自然物や大人の社会生活，社会的
実物生活であり，大人の現実社会にある本物の
生活のイメージであった。それゆえ，幼稚園に
おいても草花の世話や家畜の飼育なども子ども
が手伝い，幼児同士がお互い影響し合いながら
生活する中で，子どもの発達を助長する幼児期
の教育方法上の特徴を生活という語で説明した
といえる。このように，倉橋は生活という語を，
子どもの発達や自発性，個人差，幼児期の特性
に合わせた保育を行うことを象徴する教育方法
上の用語として使用したのである。
３）倉橋の「生活」概念の保育内容的分析
　倉橋の生活概念にみられる保育内容上の特色
は次の２点が挙げられる。第一に倉橋は「生活
そのものを本位とする」とし，「生活としての
実質を離れないこと，生活としての自然を失わ
せないこと」「生活を生活で教育することに他
ならず，教育方法でありながら，多分に生活的
である」とする。つまり，生活の実質感や自然
観を害わないようにしながら，幼児たちが自然
と群れて遊んでいる姿や子どもたちが集って生
活している状況を幼稚園の真の姿と捉え，幼児
期にふさわしい生活による教育方法と，遊びや
自然な流れで行われる保育内容全体が「生活」
となり，生活の中に保育内容・保育項目を入れ
込み一くくりにする概念として使用する。ここ
では，生活感がありつつも，家庭生活とは異な
る幼稚園特有の生活があり，その生活の中に遊
びや保育項目などが自然な形で内包され，流れ
る一日の中に遊びや保育項目が含まれて成立す
る生活そのものが保育内容であり，子どもが学
ぶべき教育内容になると倉橋は考える。
　第二に倉橋は，「保育項目はそれ自体が教材
ではなくて誘導される内容」とし，生活の中に
保育項目を潜り込ませ，遊びや設定活動におい
て子どもの自発性のもとに保育項目に取り組み
身につけるものとして「生活」を位置づけた。
倉橋は保育項目を学校教育の時間割のように羅
列し，幼児の主体性や興味・関心を無視して保
育者主導で一方的に行う保育を教育方法の点か
ら批判したが，保育項目自体は必要ないものと
はみなさず，幼児の生活や遊びの中に自然な形
で保育項目が入り込み，「課程保育案（である
保育項目）が誘導保育案の中にずうっと溶け込
んでいながら，しかも各保育項目がきちんきち
んと徹底的に各期待効果を遂げ得るように指導
され，それがまた更にその誘導保育が子どもの
生活の方にずっと入り込んで自由遊びと一緒に
なって」くることが一番望ましい形であるとし
て「生活」概念を用いる。
　野沢らは倉橋理論を，内容・方法の明確な概
念化が成立しえない，保育内容が明確化されて
いないものと批判したが，倉橋は子どもが身に
つけるべき保育項目が遊びや誘導保育といった
幼稚園生活の中で自然な形で取り入れられるこ
とがふさわしいとし，課程保育案で遊びや誘導
保育で不十分であった保育項目を取り込む配慮
をとすることにより，幼児の心身の発達や友達
との関わり・道徳性などを身につける教育目標
をバランスよく習得するものとした。つまり倉
橋の理論は「生活」概念の中に保育項目などの
保育内容と教育方法を内包しており，保育案を
通じて子どもが身につけるべき保育内容を習得
するものとして理論化されたものだといえる。
また倉橋は，小学校の教科やフレーベルの恩物
主義保育を批判しながらも教育内容を明確化し
なかったのは，子どもの興味関心に基づく遊び
などの教材の選択と保育者によって導かれる誘
導保育の相互作用により作り出される保育が，
幼児の保育内容としてふさわしいと考え，教育
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内容の統一化・画一化をあえて排除し，保育者
の保育内容・教材をみる目を養い，子どもの実
態に応じて誘導する保育者の自由度や独自性を
大事にしようとしたのではないかと思われる。
５．おわりに
　倉橋が明治45年に京阪神三市連合保育会で
行った講演から誘導保育論を具体化した昭和11
年の保育案までの講演の内容を踏まえ，倉橋の
「生活」概念について検討してきた。倉橋の「生
活を生活で生活へ」という発言には，幼稚園に
おける幼児の生活を，生活という教育方法を通
して，保育項目を含むまるごとの生活の形へ
もっていくという保育内容の意味があり，倉橋
は幼児にふさわしい教育方法と保育内容の２つ
の意味を生活という言葉に内包した。ここで
倉橋は，小学校以上の学校教育やフレーベルの
恩物主義保育で行われている教師・保育者主導
の教育を否定し，また活動時間を時間割の羅列
のような細切れの教師主導の形式を避け，子ど
もの発達や自発性，個人差，幼児期の特性に合
わせた幼児期特有の教育方法と保育内容を生活
という語で説明した。また「生活の教育化」と
いうことを倉橋は意図しながらも，「化してし
まっては生活の本味がなくなる」「生活を主体
として，その中へ教育を織り込む」とこだわる
様子からも分かるように，幼児の自発性や自己
充実を生み出すためにあくまで自然な生活を子
どもたちと保育者で作り出す幼稚園生活として
イメージしながら保育者の教育的意図を生活に
織り込むという，集団保育における生活を基盤
とする誘導保育案を展開していった。この「生
活」という概念と「保育項目」の関係性につい
ても，生活という大きなくくりの中に，遊びや
保育項目が子どもの自主性を尊重する形で入り
込み，保育者が誘導する自然な幼稚園生活の中
で幼児の心身の発達や幼児の自己充実を促すも
のとみなしたことが明らかとなった。生活の主
題が先にあり，その中に保育項目が入ってくる
という倉橋の保育理論は，現在の幼稚園教育要
領において，「各領域に示されている『ねらい』
は幼稚園の生活の全体を通して幼児が様々な体
験を積み重ねる中で相互に関連を持ちながら次
第に達成に向かうものであり，『内容』は幼児
が環境にかかわって展開する具体的な活動を通
して総合的に指導されなければならない」とす
る保育内容の考え方の端緒をきりひらいたもの
として評価される37）とする森上の指摘そのも
のであり，倉橋の誘導保育論による生活と保育
項目の理論化の過程から明確になったといえる。
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